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研修のねら ○「管理者とはどの ○「強い・すばらし ○成功する販売促進 ○ＱＣＤの側面を配 ○管理に生かせる財 ○自分と部下、自分

い、スケジ ような存在か」をテ いリーダーシップを 企画の打ち方につい 慮した購買管理の仕 務知識を学びその活 と上司の関係の現状

ュール、心 ーマに管理者の本質 発揮するために」管 て学んで頂きます。 組み及び在庫削減と 用方法について研修 認識を職場分析によ

構えなどに 的役割を認識して頂 理者として何をすべ ○商品開発の上手な コストダウンノウハ します。 り知って頂きます。

ついて注意 きます。 きかを学んで頂きま 進め方について学ん ウを知り積極的な購 ○財務戦略７つ道具 ○自分の本当の姿と

し、価値観 ○「有効な管理活動 す。 で頂きます。 買管理方法について などを使い結果とし 目標を知り、自己革

を共有しま を進めるために管理 ○組織を活性化する ○商品開発及び営業 学んで頂きます。 ての財務情報を経営 新プランを具体化し

す。 者として何をすべき には原則があります の管理項目及び方法 ○ＱＣＤと生産性、 管理と戦略に能動的 て頂きます。。

か」を学んで頂きま これらの基本原則を について基本研修し モラルアップなど総 に、積極的に活用す ○自己の行動革新を

す。 学びます。 ます。 合的な生産管理の仕 る必要性を学んで頂 通じて職場の改善、

○部下と己を動機づ 組みを学びます。 きます。 革新を積極的に展開

けるために何を実施 ○科学的管理手法、 する方法を学んで頂

すべきか、を学んで 統計的管理手法につ きます 。。

頂きます。 いて研修します。

本研修の特徴

相互啓発の場となる！１

管理者という共通の立場に立つ者同士

が月に一度の会合の場において、互いに

動機付け合い励まし合うことができま

す。

フォローアップの仕組みが２
！あります

各テーマについて学んだ知識を、その

後の１ヶ月間、職場において実践、活用

できる仕組みになっており、座学と実践

を繰り返すことによって真の実務知識が

身に付きます。

実践的な研修システムで３
ある！

レクチャー資料を通して、管理者にと

って必要な知識・能力をわかりやすく提

示します。テーマに沿ったチェックシー

トを記入することにより、自己あるいは

自社の問題点と改善課題が明らかになり

ます。熟練インストラクターや他のメン

バーから、抽出された課題に対する具体

的な解決策やサゼッションを得ることが

できます。

６時間／回×６回研修内容

研修の進め方

あどばる経営研究所実践者による実践者のための管理者研修会！
真に経営者の役に立つ管理者を育成します！

講義の概要と講師の説明１

その日の講義の概要を講師がかいつまんで説明します。副

資料としてＶＴＲを見て頂きますが、講義及びテキストの

理解を深めて頂くために有効活用します。

演習２

各章の内容について、チェックリストなどを用いながら、

受講生自身あるいは会社の現状について、分析、検討して

頂きます。

現状分析３

職場の現状をチェックリスト及び調査資料を使い、現状分

析して頂きます。管理手法の一般知識を自分たちの職場に

対応させることにより、より実践的な、現実的な管理を行

って頂きます。

討議と感想４

演習の結果を基にして、メンバー全員による討議を行いま

す。ＶＴＲテキスト、講師の話を参考にして、受講生自身

や会社・職場の現状認識や方向性、具体的な解決策などを

まとめて頂きます。

職場での実践と研修フォロー５

毎回の研修会で、自分の職場で実践して頂く個人課題が出

されます。これを自分の職場で実践して頂いた結果を次回

の研修会で発表して頂きフォローします。座学と実践を繰

り返すことにより、真の実務知識を身につけて頂きます。


